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新主将の長浜（写真左）と前主将の小塩氏（写真右、令和１年卒業予定）
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https://twitter.com/kuyc_

https://www.facebook.com/kyoto
sailing/?fref=ts

今日のマネ飯 today’s dinner

3回生
マネージャー
堤 理央

部員たちの体調を支えるオフの食事。その中の一つを紹介します。

文：河村和賀子、厳尚輝、南野仁、堤 理央 編集：藤田裕‐2‐

部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。
今回は4回生スナイプクルー厳尚輝へのインタビューです。
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厳 尚輝

スナイプクルー

Q. 自分のアピール
ポイントを教えてく
ださい。
A継続して筋トレを
していることです。
「継続して」という
部分を強調したいで
すね。
もともと体は丈夫

な方ではなかったの
で筋トレをしても
フィジカル自体は人
に自慢できたもので
はないですが、現役
ヨット部員の誰より
も筋トレを継続して
いる自負はあります。
それがどうしたと言
われればそれまでな
のですが、筋トレと
いうハードな単調作
業を継続していると
いう事実がいざとい
う時に自分に自信を
与えてくれたりしま
す。

Q.広報部について
A.広報部としてkuyc
を宣伝する対象は二
つあると思っていま
す。一つは kuycに
関係のない方々、も
う一つはOB・OGを
はじめとする日頃か
らサポートして下
さってる関係者の
方々です。
前者に向けてはイ

ンパクトのある広報
を心がけております。
kuycひいてはヨッ
トという競技をとり
あえず認識してもら
い、興味を持っても
らえたら儲けものと
いう姿勢で取り組ん
でいます。
対して後者に向け

ては部の活動内容や
現状をより詳細に宣
伝するようにしてい
ます。が、私の力不
足で伝えられていな
い部分が多く、今後
の課題となっていま
す。

https://www.instagram.com/kuy
c_food/?hl=ja

過去のKuyc leterzineはHPか
らご覧になれます。

Q.今年の意気込みを教えてください
A.勝ちたいです。
正直数ヶ月前までは、部として総合入賞を目標

に掲げているものの自分の代でそれを成し遂げる
ことができるのか半信半疑でしたが、先日の関東
遠征にて可能性を確信しました。 強豪
と言われる大学との差は確かにあるものの決して
埋めれない差ではないということを肌で感じてき
ました。このモチベーションと連動して成績も付
いてきてくれるとありがたいのですが、なかなか
うまくいきません。細かいことを考えてしまうき
らいがあるので、初心に戻ってヨットに取り組む
半年にしたいです。

～びっくりオムライス～

～メイレガッタ～

こんにちは。一回生スナイプクルーの南野です。今大会は
10m/sオーバーのブローも入る南東からの強風の中でのレース
となりまた。振れも大きく、うまくつかめば前に出ることがで
きるという印象でした。470ではトップフィニッシュがあり、
スナイプでもシングルに数艇入るレースがあるなど、強風の中
でもしっかり走り、致命的なトラブルなくレースを終えること
ができました。六月末に控える個人戦予選に向けて自信をつけ
ることが出来たと思います。 得意の強風でトップホーンを鳴らした直後の高山（写真

左）と八代（写真右）。

スナイプ米を食べる厳(写真右)
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